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米国の需要増加量が中国を上回った 2013 年 

原油価格（WTI 期近物）は 12 月中旬以降、米国の量的緩和縮小決定や地政学リス

クの高まりを背景に 99 ドル近辺で推移した。しかし 1 月に入ると、米国の原油在庫

増加や米中の景況指数悪化を受けて原油価格は下落傾向を辿り、13 日にはイラン核協

議進展を背景に 91 ドル台に下落した。その後、①堅調な米経済指標、②国際エネル

ギー機関（IEA）による世界需要見通し上方修正、③米国でのパイプライン稼動によ

る原油在庫減少期待、等が買い材料となって原油価格は上昇傾向を辿り、足元では 97
ドル台で推移している。 
 
 IEA によれば、2013 年の米国の原油需要（日量、以下同様）は 1,893 万バレルとな

り、前年からの増加量は 39 万バレルと中国（1,012 万バレル）の 30 万バレルを上回

った（第 2 図）。米国は 10～12 月期に石油化学業向けを中心とする産業用需要が大

きく増加したことから通年では IEA の予想より上振れ、中国については下振れた、と

している。 
2000 年代に入り、米国の原油需要は景気要因と高いエネルギー効率等により低迷し

てきた一方、中国の原油需要は高成長を背景に急増したことから、中国の需要増加量

が米国を上回る姿が続いてきた。そうした姿が逆転したのは特徴的な出来事といえる。

米国は通年のガソリン需要も 2004 年以来の伸び率となり、原油需要は全般的に好調

だった。背景には米国景気が緩やかな回復傾向を辿っていることがあろう。 
一方、中国の 2013 年の実質 GDP 成長率は 7.7%と 3 年連続で一桁台の成長にとど

まり、原油需要が力強さに欠ける一因になったとみられる。足元では米量的緩和縮小

を背景に、中国だけでなく新興国全体について先行き不安が強まっているが、新興国

景気は原油需要に大きな影響を与えるため、その動向を注視する必要があろう。 
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（資料）Bloombergより三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

第1図：原油価格（WTI期近物）の推移
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（資料）IEA資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

（百万バレル／日）

第2図：米国と中国の原油需要増加量
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照会先：三菱東京 UFJ銀行 経済調査室  石丸  康宏 yasuhiro_ishimaru@mufg.jp 
                    篠原 令子 reiko_shinohara@mufg.jp 
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